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学校図書館の整備充実のために



〈本日の内容〉

１．学校図書館を巡る情勢

２．司書教諭、学校司書の役割

３．各学校における学校図書館の充実のために



〈読書活動の重要性について〉

○ 子どもの読書活動の推進に関する法律
（平成13年法律第154号）

（基本理念）
第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下

同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を学び、
感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなもの
にし、人生をより深く生きる力を身に付けていく
上で欠くことのできないものであることにかんが
み、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場
所において自主的に読書活動を行うことができる
よう、積極的にそのための環境の整備が推進され
なければならない。

１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会



「子どもの読書活動の推進に関する法律」
（平成13年法律第154号）

１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

第四次
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」

（平成30年４月）

・基本方針
・国、県、市町村それぞれの役割
・家庭、地域、学校等における取組

○関係資料
・子供の読書の現状
・読書活動に関わるこれまでの調査結果



１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

〈学校図書館の法的位置付けについて〉

○学校図書館法（昭和28年法律第185号）
（定義）
第二条 ｢学校図書館｣とは、(略) 図書、視覚聴覚教育の
資料その他学校教育に必要な資料（以下｢図書館資料｣と
いう｡）を収集し、整理し、及び保存し、これを児童又は
生徒及び教員の利用に供することによつて、学校の教育
課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健全な
教養を育成することを目的として設けられる学校の設備
をいう。

（設置義務）
第三条 学校には、学校図書館を設けなければならない。



１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

〈学校図書館の役割について〉

学校図書館は、図書館資料を児童生徒や教員の利用に供
すること等により、「学校の教育課程の展開に寄与する
とともに、児童又は生徒の健全な教養を育成すること」
を目的とするものであり、以下の３つの役割を担うもの

⑴読書センター 自由な読書活動や読書指導の場

⑵学習センター 児童生徒の学習活動を支援したり、

授業の内容を豊かにしてその理解を
深めたりすること

⑶情報センター 児童生徒･教職員の情報ニーズへの

対応や、児童生徒の情報収集･選択･
活用能力を育むこと



１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

〈奈良県の現状〉

①学校図書館図書標準の達成状況(資料Ｐ17、Ｐ18)

（資料Ｐ14）

〈図書標準を達成している学校の割合〉

公立小学校 公立中学校

全 国 ６６.４％ ５５.３％

奈良県 ３６.１％ ３３.７％

(平成28年度｢学校図書館の現状に関する調査｣より)



１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

第四次
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」



１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

〈奈良県の現状〉

②司書教諭発令状況及び学校司書配置状況
(資料Ｐ15､Ｐ16)

公立小学校 公立中学校

12学級以上 11学級以下 12学級以上 11学級以下

全 国 ９９.４％ ２８.７％ ９８.９％ ３１.２％

奈良県 １００％ ５６.７％ １００％ ６４.６％

(平成28年度｢学校図書館の現状に関する調査｣より)

〈司書教諭発令状況〉

〈学校司書配置状況〉

公立小学校 公立中学校

全 国 ５９.３％ ５７.３％

奈良県 １８.４％ １８.３％



奈良県教育委員会

〈「司書教諭」と「学校司書」〉

○「司書教諭」
・「学校図書館の専門的職務を掌る」
「教諭をもつて充てる」（学校図書館法第五条）

・司書教諭の資格をもつ者に、各校の校長が発令する。
・12学級以上の学校には必ず置く。
（11学級以下の学校にも置くことが可能）

○「学校司書」
・「専ら学校図書館の職務に従事する職員」

（学校図書館法第六条）
・市町村で採用し、各学校に配置する。
・平成27年4月に学校図書館法が改正されるまで、
「学校図書館担当職員」とも呼ばれていた。

・市町村によって、勤務形態は多様である。

１．学校図書館を巡る情勢



１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

第四次
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」



１．学校図書館を巡る情勢

奈良県教育委員会

第四次
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」



奈良県教育委員会

〈学校司書の配置の拡大のために〉

「学校司書実践事例集」の作成

１．学校図書館を巡る情勢

県内の小・中学校における
学校司書について紹介

〔内容〕
・学校司書の勤務について
・児童生徒の読書活動や学習
活動の推進のために学校司
書を効果的に活用している
事例について

作成中



２．司書教諭、学校司書の役割

奈良県教育委員会

【学校図書館ガイドライン】(資料Ｐ19～Ｐ25)

「これからの学校図書館の整備充実について」

（出典）
平成28年10月

「学校図書館をめぐる現状と課題を踏まえ、さ
らなる学校図書館の整備充実を図るため、(略)
学校図書館の運営上の重要な事項についてその
望ましい在り方を示す、『学校図書館ガイドラ
イン』を定める。」

(学校図書館の整備充実に関する調査研究協力者会議)



２．司書教諭、学校司書の役割

奈良県教育委員会

【学校図書館ガイドライン】

〈学校図書館に携わる教職員等〉(資料Ｐ21､Ｐ22)

○校長（学校図書館の館長としての役割も担う）

○司書教諭を含む全教員

○学校司書、地域のボランティア等

「学校図書館がその機能を十分に発揮できるよ
う、各者がそれぞれの立場で求められている役
割を果たした上で、互いに連携･協力し、組織
的に取り組むよう努めることが望ましい」



２．司書教諭、学校司書の役割

奈良県教育委員会

【学校図書館ガイドライン】

〈司書教諭の役割〉(資料Ｐ21)

○ 学校図書館の専門的職務をつかさどる。
・学校図書館の運営に関する総括
・学校図書館を活用した教育活動の企画･実施
・年間読書指導計画･年間情報活用指導計画の立案
・学校図書館に関する業務の連絡調整 など

○ 学校図書館を活用した授業を実践する。

○ 積極的に他の教員に助言するよう努める。



２．司書教諭、学校司書の役割

奈良県教育委員会

【学校図書館ガイドライン】

〈学校司書の役割〉(資料Ｐ21)

○ 学校図書館を運営していくために必要な専門的･
技術的職務に従事する。

○ 学校図書館を活用した授業やその他の教育活動
を、司書教諭や教員とともに進めるよう努める。

・児童生徒や教員に対する「間接的支援」に関する職務
・児童生徒や教員に対する「直接的支援」に関する職務
・教育目標を達成するための「教育指導への支援」に関す
る職務



２．司書教諭、学校司書の役割

奈良県教育委員会

学習指導要領における、
学校図書館に関連する事項の取扱い

小 学 校 中 学 校

現行
学習指導要領

総則・国語科・社会科・
総合的な学習・特別活動

（資料Ｐ26）

総則・国語科・美術科・
総合的な学習・特別活動

（資料Ｐ26）

新
学習指導要領

総則・国語科・社会科・
総合的な学習・特別活動

（資料Ｐ27）

総則・国語科・社会科・
美術科・総合的な学習・
特別活動

（資料Ｐ28）

〈学習指導要領に「学校図書館」が扱われている項目〉



３．各学校における学校図書館の充実のために

奈良県教育委員会

〈今後の学校図書館の充実のために〉

①自校(又は担当校)の学校図書館の現状について
再確認すること。
（例）・図書標準達成率は？

・百科事典の出版年度は？
・児童生徒の利用率は？
・授業での使用率は？ など

客観的な
視点で

丁寧な確認から対策が見えてくる。



３．各学校における学校図書館の充実のために

奈良県教育委員会

〈今後の学校図書館の充実のために〉

②予算等について知り、適切に対応すること。
・「学校図書館図書整備等５か年計画」の策定
・平成29年度から平成33年度までの５年間、地
方財政措置が講じられている。

③校長先生に協力を依頼すること。
・(校内の先生に)
組織的な取組の推進を校内教職員に提言

・(市町村教委に)
学校図書館の整備に必要な要望等を提言



３．各学校における学校図書館の充実のために

奈良県教育委員会

〈今後の学校図書館の充実のために〉

④学校図書館に関わる資料を活用しながら、
校内の教職員に情報を発信すること。

→本日の内容や資料を参考に
（例）・学校図書館の役割

・奈良県の現状
・市町村教育委員会との連携
・実践に役立つ方法や資料の提供
・司書教諭、学校司書の役割と
全教職員が連携する必要性 など



３．各学校における学校図書館の充実のために

奈良県教育委員会

〈学校図書館の活用に役立つサイトの紹介〉
このサイトの使い方を動画で解説
https://youtu.be/gEMT5TcVZj4

東京学芸大学 学校図書館


